














学年 生活科・総合的な学習の時間の単元名と地域とのかかわり

１年 大きくなったわたし
～えんじとなかよくしよう～
（地域の保育園、幼稚園）

２年 おじいさんおばあさんと
なかよくしよう（介護老人保健施設）

身近な人に
年間を通して
繰り返しかかわる

３年 トライ！トライ！わたしたちにできること
地域のお年寄りから学ぼう

地域の人々に学ぶ

４年 川は自然の宝箱～わたしたちと多摩川～

５年 連光寺SATOYAMAプロジェクト

わたしと雑木林・谷戸田の恵み

地域の特色ある自然に
学ぶ

６年 連光寺の歴史探偵
ハローワールド（日本の伝統楽器）
だれにもやさしい街に

地域を通して社会を学び
、考える

人・社会・自然とのかかわりを通して学ぶ

本校の特色ある教育活動











連光寺SATOYAMAプロジェクト







ESDで大切にしている視点（ESD－Jパンフレット参考）

ESDを通じて育みたい能力 ESDが大切にしている学びの方法

・自分で感じ、考える力
・問題の本質を見抜く力／批判する思考力
・気持ちや考えを表現する力
・多様な価値観を認め、尊重する力
・他者と協力してものごとを進める力
・具体的な解決方法を生み出す力
・自分が望む社会を思い描く力
・地域や国、地球の環境容量を理解する力
・みずから実践する力

・参加体験型の手法が活かされている。
・継続的な学びのプロセスがある。
・多様な立場・世代の人々と学べる。
・学習者の主体性を尊重する。
・人や地域の可能性を最大限にいかしている。
・関わる人が互いに学び合える。

連光寺小の特色ある活動との接点が多い



「ふるさとを学ぶ」学習から
「ふるさとで学ぶ」学習へ

地域（社会・人・自然）
他教科

生活科
総合的な学習の時間 持続することの困難な状況

持続可能な未来を築く子ども達を育てよう
各地域・各国のESD

地域（社会・人・自然）
他教科

生活科
総合的な学習の時間

地域の良さを感じて成
長し、育った地域を心
の支えとして社会に巣
立ってほしい。

持続可能な未来をつくる子ど
も達の資質を、地域での学び
を通して育てよう。



「育ちの地図」をもった教育活動へ

将来

①四季の移り変わりに関心をもち、自然
に関わったり、自然のもので遊んだりする
ことを楽しむ。
②自然・地域・人との関わりの中で、四季
の移り変わり、人の営み、自分と地域や
人々との関わりなどに気付く。
③自分の思いや願いを自分なりの言葉で
伝えようとする。

①四季の移り変わりに関心をもち、進
んで栽培活動をしたり、自然に関わっ
たり、自然のもので遊んだりすることを
楽しむ。
②自然・地域・人との関わりの中で、四
季の移り変わり、人の営み、自分と地
域や人々との関わりなどに気付き、進
んで活動につなげていく。
③自分の思いや願いを伝える相手を
意識して、言葉で伝えようとする。

①地域の施設や商店などに関
心をもち、地域を好きになる。
②地域の人々と仲良くなるため
の計画を考え、やってみる。
③地域に出かけたりやってみた
りして思ったことを言葉にする。

３年

①多摩川について自分なりの興
味・関心を持ち、調べる。
②多摩川の生態系や多様性に気
付く。
③調べて考えたことを自分なりの
言葉で表現する。

４
年

①地域の里山について興味
を持ってテーマを設定し、科
学的な方法で追究する。
②地域の里山の生態系や多
様性に気付く。
③人と自然の「共生」につい
て自分なりの考えを持ち表現
する。

５
年

①地域の歴史や社会保障の在り方に興味を
持ってテーマを設定し、地域の施設等を利用
して追究する。
②地域の人々とかかわりながら課題を解決
し、調べたことを伝える。
③社会の中の「共生」について自分なりの考
えを持ち表現する。

６年

○地域への愛着をもち、地域の一員と
しての自覚をもっている。
○環境をよりよくしようとする思いをもっ
ている。
○学び方を身に付け、生かすことがで
きる。

卒
業
時

○よりよい社会を人とかかわりながらつくっていこう
とする。
○困難にあたった時、人とのかかわりを持って解決
していくことができる。

1年

２年



多摩川での体験的な活動

自分の課題を粘り強く追究



学期 1学期
夏休
み

2学期 3学期

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12
月

1月 2月 3月

活動計画

活動内容

【出会う】
1.連光寺に降った雨をたどってみよう
2.春の多摩川を調べる
3.初夏の多摩川を調べよう
4.夏の多摩川を調べよう

【つかむ・追求する】
1.1学期の活動を基に多摩川につ

いて詳しく調べたいことを決めよ
う
2.多摩川現地で自分の課題を調べ

よう
※・多摩川はどんな川なのか考え
よう
・多摩川安全教室

【まとめる・考える】
1.調べ活動を通してわかったこと

を分かりやすくまとめよう
2.発表会を開こう

【10歳の自分をみつめよう】
1.成人式の意味を知ろう
2.お祝いの会の計画を立てよ

う
3.準備をしよう
4.お祝いの会を開こう
5.感謝の気持ちを伝えよう

関係機関
・多摩川の自然を守る会、野鳥の会、植物の会など、多摩川に係わっている方々
・国土交通省京浜河川事務所、多摩川交通公園の方々

・保護者の方々

川は自然の宝箱～わたしたちと多摩川～ （50時間）
10歳の自分を
みつめよう

４年生年間活動計画

たてわり班活動



多摩市立連光寺小学校 ４年
川は自然の宝箱～わたしたちと多摩川～

連光寺に降った雨をた
どってみよう(４／１７)

連光寺に降った雨をた
どってみよう(４／１７)

春の多摩川を調
べる(５／１５)

春の多摩川を調
べる(５／１５)

【出会う】共通体験 ４～７月【出会う】共通体験 ４～７月

初夏の多摩川を調べ
よう(６／２７)

初夏の多摩川を調べ
よう(６／２７)

ガサガサで魚を捕まえ
て、多摩川に住む魚を
調べました。

台風後の多摩川の様子や、
外来種について学びました。

台風の後は川が増
水して大変危険です。
流れが速くなってい
るので気を付けま
しょう。

外来種が増えることで、
多摩川に元々いた生
物たちが減っています。

植物ってこんな
たくさんあるん
だ！

わぁ！たくさん
いるぞ！

あの鳥は何です
か！？

地面に染み込んだ雨
をたどってきたら。乞
田川・大栗川・多摩
川につながったよ

どこまでいくのか
なぁ？

ガサガサってむずか
しいなぁ・・・

夏の多摩川を調べよう
(７／４)

夏の多摩川を調べよう
(７／４)

大谷戸公園から雨の通り道
を調べて多摩川に注ぐこと
が分かりました。

野鳥と植物を調べ
てフィールドノート
に記録しました。



多摩川安全教室 (９／２５)
川に潜む危険な場所を考えたり、ロープ
の投げ方を教わったりして、安全な川で
の活動について学びました。

【つかむ・追究する】９月～１１月【つかむ・追究する】９月～１１月
雨が土にしみ込み、地
下水がつくられます。

スローロープを投げるの
も難しいし、引っ張るの
も重いわ。

姿勢に気をつけよう

多摩川で活動する時には、こ
ういう場所に気を付けましょう。

上流・源流を知ろう
(９／１１)
連光寺実験林で多摩川の上流
のことを学習しました。

テーマ追究テーマ追究

河口付近干潟見学
社会科見学(１０／１４)
下流・河口付近の川幅、水流、干潟の
生き物などを観察しました。

多摩川へ出かけ自分のテーマを
調べよう

(１０／３・１０／２４・１１／６)

多摩川へ出かけ自分のテーマを
調べよう

(１０／３・１０／２４・１１／６)

上流から下流ま
での様子を知るこ
とで、多摩川を新
たな視点で捉え
ることができます。

干潟にいたカニです。
砂にもぐっていました。

川幅が広くて、流れがゆっく
りだね！石がないね。

テーマをつかむテーマをつかむ

１学期の活動を基に多摩川に
ついて詳しく調べたいことを決
めよう

１学期の活動を基に多摩川に
ついて詳しく調べたいことを決
めよう

多摩市立連光寺小学校 ４年
川は自然の宝箱～わたしたちと多摩川～



調べ活動を通してわかった
ことをわかりやすくまとめよう

調べ活動を通してわかった
ことをわかりやすくまとめよう

【まとめる・考える】１２月【まとめる・考える】１２月

発表会を開こう(１２／１９)発表会を開こう(１２／１９)

テーマ別にグループを作り追
究してきたことを発表しました。
準備、発表を通して他の児童
の調べた内容を知り、多摩川
の全体像を広く知ることがで
きます。

追求してきたテーマを思
い思いの形（本、ポス
ター、新聞等）でまとめま
した。

鳥と魚はつながってい
るよ。食べる・食べら
れるの関係だよ。

そうか！ぼくの調
べてきた植物と、
つながっているん
だ！

ぼくたち・わたしたち
は、この切り口で、多
摩川を調べてきまし
た。

多摩川ってどんなところだろう多摩川ってどんなところだろう

発表後にクラスでウェビ
ングマップを作成して、
多摩川の全体像を確か
めました。いろいろなも
のがつながりあっている
ことに気づきました。

多摩市立連光寺小学校 ４年
川は自然の宝箱～わたしたちと多摩川～





泥があるから
「汚い」

魚がたくさんいる
から「きれい」

水がぬるいと
ころと冷たいと
ころがある。

ゴミがたくさん！ど
こからきたの？

正解がない問い。
答えが一つではない問い。









１．事前事後の授業と打ち合わせを入念に



２．継続する



３．Give  and  Take お互いにメリットがある活動に






